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1.格 支 配 と文 型 形 成

動 詞 は形 容 詞 な どに 比 し,文 脈 内 に お い て 取 り得 るr格 」 の種 類 や数 が

は るか に多 い.「 ダ レガ イ ツ ドコデ ダ レ ト 何 ヲ シ タ」 の よ うに

「～ ガ,～ デ,～ カ ラ,～ マ デ,～ 卜,～ 二,～ へ,～ ヲ」等 の格,お よ

び そ れ らの組 み合 わ さ った複 数 格 を取 って,動 詞 述 語 の複 雑 な 文 型 を拡 張

構 成 して い く・動 詞 は格 を多 く取 る こ とに よ リ,順 次 意 味 に 限 定 を加 え,

主 観 的 ・抽 象 的 な面 を消去 して い く・格 支 配 に よ って 意 味 を具 体 化 ・個 別

化 させ て い る とい う点 で,形 容 詞 な ど よ りは,は るか に 客 観性 ・具 体 性 の

色 濃 い語 で あ る と言 え よ う.

この こ とは,動 詞 の そ の 文脈 内 に お け る意 味 特 徴(意 味 の 強 調 され る部

分)は 格 に支 配 され る面 が 大 きい とい うこ と を意 味 す る・(も ち ろん 副 詞

や用 言 の 連 用 修 飾 形 に よ っ て も支 配 され る が,)そ れ ゆ え,ど の よ うな格

をどの よ うな組 み 含 わ せ や 順 序 で 受 け て い るか が,動 詞 の そ の 文 脈 で の 意

味特 徴 を と ら え る有 力 な手 掛 り とな る.さ ら に,格 助 詞 だ けで は な く,そ

の格 に立 つ 体 言 の概 念 内 容 の問 題 に ま で立 ち入 っ て,ど の よ うな概 念 内 容

の 名詞 の と きは どれ だ け の格 を取 り得,そ れ が どの よ うな配 列 で 文 型 を構

成 し,述 語 動 詞 を意 味 的 に規 定 して い くか,考 え る べ きで あ る、

1例 と してr出 ス」 と い う動 詞 を考 え てみ よ う.r出 ス」 は,中 に あ る

もの,自 己 の側 な る もの ・ 時 に は ま だ現 わ れ て い な い も の を外 に移 し現 わ

す とい うの が 中心 意 義 で あ ろ う.そ れ は種 々 な文 脈 の 中で 用 い られ る 「出

ス」 の個 別 的 意 味 を捨 象 し,抽 象 化 した,き わ め て あ い まい ば く然 と した
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もの で あ る.こ の 中 心 意 義 に 具 体 性 を与 え るの が,ま ず ヲ格 で あ9,r出

ス」 を他 動 性 の 動 詞 と し て特 徴 づ け る,こ の ～ ヲ格 に立 つ 目的 語 に はr声

ヲ出 ス,音 ヲ出 ス」 の よ うな音 声.「 排 気 ガ ス ヲ出 ス,ゴ ミヲ出 ス,ウ ミ

ヲ 出.ス,答 案 ヲ出 ス,手 紙 ヲ出 ス,金 ヲ出 ス,芽 ヲ出 ス」 の よ うなモ ノ.

「嫁 ヲ出 ス,女 中 ヲ 出 ス」 の よ うな ヒ ト.「 暇 ヲ出 ス,知 恵 ヲ出 ス,ス ピー

ドヲ出 ス,元 気 ヲ出 ス,新 機 軸 ヲ出 ス」 の よ うな コ トが あP,そ の 概 念 内

容 に よ ってr出 ス 」 ク)意味 は あ る程 度規 定 され て くる,す な わ ち,オ トの

場 合 な らr発 ス ル 」 の 意 に.モ ノの 場 合 は 目的 語 モ ノの 概 念 内 容 ・種 類 ・

性 質 に よ って それ ぞ れ に見 合 った漢 語r排 出,排 せ つ ・摘 出,抽 出 ・提 示 ・

提 出,提 供,放 出,発 送p発 芽,露 出 … … 」 等 々に置 きか え られ る意 味 と

して規 定 す る,ヒ トの場 合 はr追 イ 出 ス」の意 に,コ トの場 合 はr与 エル,

産 ミ出 ス,現 ワス」 等 の意 に規 定 す る1㌧ 要 す る に ヲ格 で示 され る 目的 語

は出 され る主 体(被 動 作 主)で あ り,そ の 主 体 が オ トか,モ ノか,ヒ トか,

コ トか に よ って 「出 ス」 の 意味 規 定 が あ る程 度 な され て い る わ け で あ る,

い っぽ う,出 す 行 為 に は,(1)出 す 対 象 ・相 手 ・場 所,(2)出 す 日的 ・

名 目 ・結 果 が設 定 され る場 合 も多 い,(1〉 はふ つ うへ 格 ・二格 で示 され,

事 務 所 へ出.ス/先 生 二出 ス/(小 説 ヲ)雑 誌 二 出 ス/〔 ゴ ミヲ)道 二

出 ス

等,多 くモ ノ主 体 と な り,モ 、ノの位 置 的 移 動 を表 わ す.(2)は す べ て 二格

で 示 され,ヒ ト主 体 な ら

・奉 公 二 出 ス/嫁 二 出 ス/宮 仕 エ ニ 出 ス/女 中 二 山 ス

の,kう にr… … トシテ行 カ セル 」 命 令 的移 動 の 意 に,コ ト主 体 な ら

声 二出 ス/顔 色 二出 ス/ロ ニ 出 ス

と内 に秘 めた事 柄 を 「現 ワ ス」意 味 に な る,そ ¢)他,へ 格 ・二格 を取 り得

ない 短 文 型

1)「 出 ス」 は しば 」、ば 「(女 二)手 ヲ出 ス/舌 ヲ出 ス/ぎ ・ ヲ出 ス/本 フ出 ス く出

叛〉」 の よ ラに償 用 句 と して,出 入本 来 の 意か ら雛 れ た用 い 方 をす る.本 稿 で

はい ち お う この よ うな慣 用 的 な用 法 は 除外 す る,
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音 ヲ出 ス■ 芽 ヲ出 ス/ス ピー ドヲ 出 ス/元 気 ヲ 出 ス

な どは,状 態 の変 化 と して無 か ら有 へ の発 生 を意 味 す る.

こ の よ うに へ格 ・二格 で規 定 され た意 味 は,ヲ 格 に立 つ べ き 目的 語 の性

質(モ ノか,ヒ トか,コ トか)を 規 定 し,そ れ らが1つ の文 型 と して 二格

と ヲ格 との組 み 合 わ せ や,そ れ ぞれ の格 に立 ち得 る体 言 同士 ¢)意味 的 結 合

の 可 否 を規 定 し て い く.そ れ が結 果 と して述 語 動 詞r出 ス」 の意 味 を規 定

す る とい う相 関 関 係 に あ る.

と ころ で,命 令 的 移 動 「嫁 二出.ス/奉 公 二出.ス」 等 は ヒ ト主 体 と して ヲ

格 を取 り,「 女 中 ヲ嫁 二 出 ス/娘 ヲ奉 公 二 出 ス」 の文 型 で,r出 ス」 の意 味

をr嫁 入 り,出 仕,奉 公 」 等 に規 定 す る.い っ ぽ う,二 格 を取 らな いr女

中 ヲ出 ス/娘 ヲ出 ス」 文 型 で は,「 暇 を出 す,追 い 出 す,追 い や る」 な ど,

単 に そ の 家 か ら外 へ 強 制 的 に移 す 意 しか 示 さ な い・ ヲ格 で は ヒ ト主 体 と し

てr外 二 位 置 を移 す 」 とい う意 味 規 定 しか 行 ない 得 なか っ た もの が,移 動

の 目的 ・名 目 ・結果 を 二格 で 示 す こ と に よ り,「 ～ ヲ～ 二～ スル 」 文 型 と

して,「 嫁 入 り,奉 公 」 等 「出 ス」")意 味 が は っ き り規 定 され た わ けで あ

る.

r～ ヲ～ スル 」rヲ ～ 二～ スル」2つ の文 型 に お い て,前 者 疏)ヲ格 と後 者

の 二格 に立 つ体 言 が 同一 語 で あ る場 合,

声 ヲ出 ス ー 悲 シ ミヲ声 二 出 ス

の よ うに,一 見r声 ヲー →声 二」 と ヲ格 か ら二格 へ の転 換 が行 な われ た よ

うに,盟わ れ るが,こ れ はr女 中 ヲ嫁 二 出 ス」 がr嫁 二 出 ス」 の拡 張 で あ っ

て,r嫁 ヲ出 ス」 の 拡 張 で な い と同 じよ ラに,r声 ヲ出 ス/声 二 出 ス」 両 文

型 は本 来 無 関係 と言 うべ きで あ る・ 「悲 シ ミ ヲ声 二 出 ス」 も,発 想 か ら言

え ばr声 二 出.ス」 「何 ヲ ～」r悲 シ ミヲ」 で あ って,r声 ヲ出 ス+悲 シ ミヲ

で は な い.(そ の 揚 合 はr悲 シ ミノ声 ヲ出 ス」 とな る.)

r英 語 ヲ生徒 二 教 エ ル 」 も,文 型r生 徒 二教 エ ル」 に 「英 語 ヲ教 エ ル」 を

代 入 した もの で,r生 徒 ヲ教 エ ル 」か らの拡 張 で は な い,両 者 の 違 いはr教

エ ル 」 の意 味 規 定 に も表 わ れ,r生 徒 二教 エ ル 」はr～ ヲ～ 二 ～ スル/～ 二
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～ ヲ～ ス ル 」文 型2ンと して,必 ずr何 ヲゴ を前 提 と し,r何 」 の 意味 内容

に応 じて 「教 え込 む/知 識 を授 け る/覚 え さす/知 らせ る」 等 か な り具 体

的 な 意 味 に規 定 す る.い っ ぽ う二格 を と らな いr生 徒 ヲ教 エル 」文 型 で は,

教 え る 内容 は問 題外 と な り,単 にr教 育 す る/教 導 す る/訓 育 す る」 等 の

抽 象 的 意 味 しか表 わ さ ない の で あ る,

2、 格 支 配 と意 味 の 進 化

動 詞 は形 容詞 な どに比 して 一般 に格 支配 度 が 高 い とは い っ て も,語 に ょ

って か な りの差 が見 られ る,r若 す ぎ る,お っ と りす る,苦 み ば し る,子

供 々 々す る,し っか ワす る,あ りあ ま る,ば か げ る,し ゃれ る,さ ら さ ら

す る,・あ りふ れ る」 等,状 態 性 の強 い動 詞 は,主 語 を示 す ガ格 と比 較 の ヨ

グ を除 い て は,他 に格 を取 る可 能 性 が ほ とん どな い.こ れ らは形 容詞 寄1〕

の動 詞 で,主 観 性 ・抽 象 性 の 色 濃 い 動 詞 で あ る と も言 え る,「 聾 え る,似

る,ふ と る」 等 もき わ め て限 定 され た格 しか 取 らな い.け っ き ょ く多 くの

格 を取P得 る語 詞 は,動 作 性 を表 わす 動 詞 で,動 作 ・作 用 ¢)行な われ る対

象,相 手,場 所,方 向,時 間,目 的,結 果,共 同 者,材 料,手 段,原 因,

理 由… … 等 が必 要 に応 じて種 々の 格 と して立 て られ る.そ の 立 て られ 方p

立 て られ る格 の 数 や 種 類,な らび にそ れ ら格 に立 つ 体 言 同 士 の 意 味 関 係 な

どに よ って,格 支 配 の 原 点 た る動 詞 の 意 味 を規 定 す るの であ る.

動 作 性 動 詞 の 中 で は,動 作 の 行 なわ れ る時 間 ・場 所 が 点 で な く線 と して

軌 跡 を描 くr移 動 動詞 」 が,最 も多 くの 格 を取 る可 能 性 を持 つ.そ の格 の

取 り方 の段 階 に応 じて,抽 象 的 意 味 か ら具 体 的 意 味 へ と発 展進 化す る・ 動

詞 は ・ 語 ご とに 取 り得 る格 の 種 類 と数 とが 先 天 的 に 定 ま って い るの で は な

い ・ 同 じ語 で も・格 支 配 の 多 寡 に応 じて・ 短 小 文 型 か ら長 大文 型 へ と発 展

2)「 英 語 ヲ土 徒 二 教ニ ル」} 、瓦 「生 徒 二 英語 ヲ教 コ ル=と 順 序 を 入 れ 許え る こ とが

可 能 だ がp「 悲 シ ミ ヲ声 二1レ』ス/娘 ヲ嫁 二出 ス」 で は そ れ が で き ない.「 声 二II.巳

ス/嫁 ユ 出 ス」 の意 猟 的 結び っ き ぽ よ り緊 密 で,直 接 口的 ・閥 誕 日 的 の よ う

にP目 的 ・名 口 ・結 果 を 表わ す 』格1よ ヲ格 に 優 先 す る.「 レ・9一 トヲ先 生 二 出1

ス/ゴ ミヲ道 路i出 ス」 の よ ラな対 象 ・相 手 ・場 所 を 表 わ す 二格 は ,フ 格 との

順 序 の入 れ 替 えが 可 能.
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す る に した がい,意 味 面 での 進 化 が見 られ る・ い ま 「進 ム」 を例 に と っ て

考 察 し てみ よ う.

L… … ガ 進 ム

仕 事 ガ進 ム/研 究 ガ～/交 渉 ガ ～/食 ガ ～(コ ト主 体)

時 間 ガ進 ム(ト キ 主 体)

2.… ハ … 二(へ)進 ム

彼 ハ大 学 二進 ム ■会 仕 へ ～/建 築 関係 二～/(双 六 で>次 へ～(ヒ ト

主 体)

3.… ハ … ヲ … へ(二)進 ム

彼 ハ道 ヲ進 ム/街 道 ヲ西 へ～/曲 ガ リ角 ヲ左 へ～/前 へ～(ヒ ト ・

モ ノ主 体)

Lは ヲ,二,へ 格 を取 る こ とが で きず,進 む主 体 を～ ガ格 で示 す だ けの

最 小 文 型 で,主 体 に な り得 る体 言 は コ トか トキ で あ る,コ トの 場 合 は 「進
ちよく

展,進 捗 」 の 意 に,ト キの 場 合 はr経 過 一 σ)意に な る・r気 が進 ま な い/

進 ん で … す る」 な どの 慣 用 表 現 も,1・ の 派 生 的 用 法 と考 え られ る.

2.は ヒ ト主 体 で,人 や 人 に よ って 動 か され る物(碁 石 な ど〉 が 主 格 に 立

ち,さ らに ～ 二格(ま た は ～ へ格)を と って,次 の 上 位 段 階 を示 す 名 詞 が

立 つ ・r進 級,進 学,就 職 」 な ど1段 階 前 進 とい う地位 的 ・位 置 的 な転 換

移 行 の 瞬 問 性動 作 を表 わ す.

3、は ヒ ト ・モ ノ主 体 で,人 や 人 に よ っ て動 か され る 物(乗 物 な ど),動

物,そ れ 自体 移 動 す る物(雲,川 び)流れ,台 風 な ど)つ ま り本 来 移 動 す る

もの が 主格 に立 ち,移 動 す る場所 や経 路 を～ ヲ格 で,移 動 方 向 を～ へ格

(ま た は ～ 二格)で 示 す ・ 具 体 的 な場 所 的 移 動 を 表 わ し,一 ヲ格 を取 る こ

とに よ っ て 「進 ミ行 ク」 とい う継 続 動 作 性 が強 調 され る.

さ て,1.は 〈事 柄 や 状 態 の進 展>と い う概 念 的 な意 味 しか 持 たず,移 動

とい うよ りは む しろ変 化 で あ る.2.は ～ 二格 が1つ ふ え る こ と に よ っ て

〈前 進 す る〉 とい う身 分 的 ・位 置 的 移 行 が表 わ され,瞬 間 動 作 では あ る が,

そ の 意 味 は か な り具 体 化 され て くる,3,に な る と さ らに～ ヲ格 が加 わ り,
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具 体 的 な移 動 の場 所 ・経 路 が 明 示 され る こ とに よ って継 続 的 ・継 時 的移 動

行 為 とな り,移 動 の起 点 と終 点,す なわ ち～ カ ラ～ マ デの 移 動 箪 囲 を文 型

と して示 す こ と も可能 な現 実 的 移 動 動f乍表 現 とな る、 この よ うに格 支 配 の

累加 は,そ れ だ け動詞 の意 味 を抽 象 か ら具 体 へ と累進 させ進 化 させ るσ)で

あ る.

3.格 支 配 に も とづ く意 味分 類 の 方法

格 支 配 の あ り方 が動 詞 の もつ 基本 的 意 味 に 具 体性 を与 え,意 義 素 の どの

面 を強 調す るか を規 定 す る.動 詞 の 意 味 分類 や藷 義記 述 は 格支 配 の あ り方

を抜 き に しては行 な え な い.格 支 配 の あ り方 は,形 態 的 に は ぞ の動 詞 を 中

心 と した 「文 型」 で あ り,そ れ ぞれ の格 に立 つ 体言 フ)意味 内容 に ま で立 ち

入 って考 えれ ばr文 脈 」 とい うこ とに な る.す な わ ち,形 態 的 な文 型 と意

味 的 な文脈 とに よ って 動 詞 の 個 別 的 意 味 は 規 定 され て い る・

以 上 の 見地 か ら,動 詞 の 意 味 分 類 な らび に語 義 記 述 に際 して考 慮 しな け

れ ば な らぬ諸 点 を挙 げれ ば,次 の よ うに な る.

1,ど の よ うな格 を取 った と きそ の よ うな個 別 的 意 味 が強 調 され るか,

2.取 り得 る格 の うち意 味 規 定 に 関 与 して い るの は どの格 か ・

3・ 格 同 士 の組 み 合 わ せ 上 の規 則 は な いか ・ も しあ る とす れ ば ・お のお

のの 格 と動 詞 との緊 密 性 の強 弱 に つ い て も触 れ ね ば な らな い・

4.～ ガ格 に立 つ 語(動 作 主 体)や,そ の 他 の 格 に立 つ 語 の 意 味 内 容

が,動 詞 の 語 義 と因 果 関 係 に あ る場 合 は,そ の 格 に立 ち得 る語 の 意 味

範 囲 につ い て記 述 す べ き で あ る.

次 に,意 味 分 類 な らび に語義 記述 の 一 例 と し てr行 ク ・来 ル 」 を と りあ

げ,分 析 してみ る こ とにす る3).こ こで 「行 ク ・来 ル 」 を と りあ げ た の は,

両 語 は 移 動動 詞 の うち で も最 も基 本 的 で,か つ 意 味 の 広 が りの 大 きい 動詞

3)筆 者は 拙 、i萌「行 く ・米 る」 の 用 法(国 語 学75集,昭 和43年 ユ2月)に お い て,す

で に 「行 ク,来 ル』 の 意 昧 分 類 な らび に両 語 ワ)表現 機構 に 〆)いて 論 じプこカ㍉ 格

支 配 との 因 果 関係 に つ い て は,当 時 ま だ 突 っ こん で 考 察 す る に至 っ て い なか っ

た.本 稿 で は,意 味 分 類な らび に意 味 特 徴 が 惰 支 配 と関 係 す る部 面 に つ い て の

み 記 述 してお く.

「
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と思 わ れ るか らで あ る,な お,r行 ク」r来 ル」 は別 語 と して切 り離 さず,

ま とめ て論 ず べ き語 群 で あ る41.

「行 ク ・来 ル 」 の 意 味 分 類

① 移 動 ～ ガ～ ヵ ラ～ へ(二/マ デ)～ ヲ行 ク/来 ル 文型

行 ク ・来 ル の 空 間 的 移 動 動 作 は`何 か が その 現 在 位 置 か ら 他 の 地 点 へ

(に■ ま で)ど こ そ こ を移 動 す る}行 為 で あ り,原 理 的 には 「ガ,カ ラ,

へ,二,マ デ,ヲ 」 とあ らゆ る格 を取 り得 る。 た だ し,実 際 には 文 面 に現

わ れ る例 は 少 な い.文 外 に 予 想 す る こ とは 可 能.～ ガ格 に 立 つ 主 体 は ヒ ト

(動 物 を代 表 して)ま た は他 のカ を借 りず と も自身 で移 動 可 能 な モ ノ.行

ク ・来 ル の 中 で は最 も具 体 的 な地 理 的移 動 で あ 凱 用 例 も多 い.行 ク ・来

ル の 代 表 的 意 味 とな って い る,

なお,動 作 ・作 用 に はr開 始,続 行,終 了 」 の3段 階 が あ る が,行 ク ・

来 ル の 場 合 は,移 動 の 開 始 「そ ろそ ろ行 こ うか 」 〈出発 〉,移 動 の 終 了 「や

っ とバ 、スが 来 た 」 〈到 着>の よ うな瞬 間 動 作 と,r道 を行 く/駅 まで行 く」

の よ うな 〈通 行,歩 行,前 進>な ど を表 わ す継 続 動 作 と,動 作 過 程 に応 じ

て意 味 が2分 され る.

瞬 問 動1乍の場 合 は へ格 ・二格 を取 り,r～ ガ～ へ(二)行 ク文 型 」 を構

成 し,ヲ 格 ・マ デ格 は取 り得 な い,ヲ 格 ・マ デ格 を取 る とr～ ガ～ カ ラ～

マ デ(へ,二)～ ヲ行 ク文 型 」 と し て継 続 的 動 作 性 が 強 調 され て し ま う.

定 期 的 移 動 の 反 復 行 為r1日 お き に病 院 へ 行 って い る」r毎 日家 政婦 が

来 て い る」 な ど通 勤 ・通 学 ・通 院 な ど を表 わ す行 ク ・来 ル は,地 理 的 移 動

とい う点 で は(1)の1種 と考 え られ る,な おrう ち に は朝 日新 聞 が来 て い

る」 の よ)に,モ ノ主 体 の(2)に も用 例 が見 られ る.

(2)届 ク ～ ガ～ カ ラ～ へ行 ク/来 ル文 型

Ol人 そ は そ は して ゐ る と,安 産 と言 ふ 知 らせ が 来 た.(志 賀 直哉r和解 」)

4)意 味 分析 に際 して,一 橘 して 行 な った ほ うが よい 一 群 の 詔 が あ る,「 行 ク,来

ル 』 の 他,「 ヤ ル,ク レル,モ ラ ウ」 の 受 給 壷 現 の 語.「 コ,ソ,ア,ド 」 の 指

示 語.自 他 の 対 応動 詞,対 義 語 な ど.
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OYの 家 か らは湯 上 りに使 ふ1畳 敷 位 の が2枚 と其他 に何 故 か 〈タオ ル が>

来 た。(同 上)

ガ格 に 自力 ・独 力 で は移 動 で き ぬ モ ノが立 つ 場 合生 ず る意 味.そ れ 自身

移 動 能 力 を持 た ぬ モ ノゆ え,必 ず だ れ か に よ 。・て もた らされ る,だ れ か が

携 え て くる とい う場 合.移 動 主 体 に は,「 手紙,通 知,電 報,小 包 」 な ど.

電 話 も通 報手 段 で は あ る が,モ ノで な い た め,だ れ か が携 え運 ぶ モ ノで は

な く,行 ク ・来 ル は用 い られ な い.r掛 カル,ア ル 」 な ど を用 い る,連 絡

はrア ル/行 ク,来 ル」 両 方 用 い られ るが,本 来 は携 え屈 け る場 合 にr行

ク,来 ル」 を用 い た.

な お,(2)は 地 理 的 移動 とい う点 で,(1)の 瞬 間動f乍 〈到 達>の 意 味 範

疇 に 含 め て い い,

(3)通 じる ～ ハ ～ へ 行 ク/来 ル 文 型

○担 架 が 死 亡 室 へ 行 く広 い庭 の 方 へ 回 った.(平 林 たい子r施 療室 にて」)

0座 敷 の 中 に は まだ そ フ)時分 電 燈 が 来 てゐ な か った も賦)か(谷 崎潤一郎 一薗

刈 」)

ガ格 に は,r鉄 道,バ ス,道 路,廊 下,地 下 道,ト ン ネル,電 気,ガ ス,

水 道 」 な ど交 通機 関 や 交 通 路,敷 設 施 設 が 立 つ 場 合 生 ず る意 昧 で あ る,文

型 的 に は,方 向 を示 す へ 格(二 格)が 特 徴 的 で あ る.行 クの 場 合 は,行 ク

を含 む 句 が連 体修 飾格 に 立 つ 場 合 が 多 い.

1Φ 通 行 ・往 来 ～ ヲ行 ク文 型

○ 久 しぶ りに見 る沿 線 の 風 景 に は夏 の 光 線 が眩 しい ほ ど温 れ,そ の な か を

行 く街 旺)人々は み ん な夏 服 に衣 がへ して ゐた.(田 村泰 次郎r肉 栄の悪魔 ゴ)

1つそ σ)青野 の彼 方 に,走 る電 車 の窓 や 道 行 く人 の姿 が見 え ま した ・(豊 、島与

志雄 「白蛾」)

特 定 方 向 へ の具 体 的 移 動 動 作 で は な い.「 行 き来 す る,歩 く,通 る」 と

置 き か え可 能 な,方 向概 念 を持 た な い概 念 的 移 動 事 実 の 表 現 であ る.移 動

主 体 は ヒ ト,動 物,乗 り物(ヒ トに よ っ て動 か され る機 械)な ど,こ の 文

型 は,行 クグ)み用 い られ,来 ル グ)例は見 当 た らな い.行 クを含 む句 が連 体
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修 飾 句 を な し,通 行 通 路 を～ ヲ格 で示 し,継 続 動 作 となす のが 特 徴 的 、

ヒ ト ・モ.ノ主 体 で,空 間 的 ・地 理 的 行 ク来 ル は(1)～(4)ま で で あ る,

次 の(5)以 下 は,ト キ ・コ1・主 体 で,行 ク ・来 ル も,よ り抽 象 化 され る,

15)到 達 ～ ガー マ デ行 ク/来 ル文 型

○ 私 の もの く作 品→ 技 術>は,ま だ見 られ る所 ま で は行 って ゐ な い こ とを

私 は よ く知 って ゐ ます ・(武 者小路 実篤r或 る彫 刻家 」)

○空 想 が こ こ まで 来.たと き,… … 彼 は心 の なか で赤 面 した・(丹 羽文雄r鮎 」)

事 柄 が あ る状 態 や程 度 ・度合 い に まで 達す る とい うか な り抽 象的 な行 ク

・来 ル で あ る.～ ガ格 に はr技 能,腕 前,空 想,順 番,仕 事,病 気 … … 」

な ど コ トが立 ち ・ ～ マ デ格 に は 到達 す る状 態 や程 度 ・思 考 展 開9)段 階 な ど

を表 わ す語 が 来 る.rl日 に50ぺ 一 ジ も行 け ば上 出 来 だ」 の よ うな 〈進 行,

進捗>も こ こに 含 め て よか ろ う.I

l,61到 来 ～ ガ 来 ル 文 型

○第 二 期 か ら第 三 期 へ の 過 程 の 一 時 的 潜 伏 期 が 来 る・(石 川達 三r深 海魚 」)

○ 彼 は 唯,疑 っ と機 会 の 来 るの を待 った ・(星 崎一雄r虫 のいろいろ」)

主 語 以 外 の 格 を取 ら な い短 小 文 型 ω.～ ガ格 にはr夜,春,xxの 季 節,

そ の 日,期 日,適 齢 期,成 人 す る と き一1な ど,ト キ(時 刻 ・時 間 で は な

く,時 期)が 立 つ 、 この トキ が,時 間 的 に生 起 す る コ トに置 き換 わ る と,

(7)の く出 現 ・生 起 〉 とな る.

17〕 出現 ・生 起 ～ ガ～ 二来 ル文 型

○ 今 度 も玉 千 代 に は ツ ハ リと言 ふ や うな もの が来 な か った・(広 津和郎r訓

練 された人情」)

O一 服 か 二 服 の ん で直 ぐに軽 い 中毒 が来 て しまふ か も しれ な い,(r深 海魚」〉

rツ ハ リ,中 毒,震 え,硬 直,小 康,哀 しみ,考 え」 な ど 肉体 的 ・精 神

的 現 象 が～ ガ格 に立 つ場 合 が 多 く(コ ト主 体),前 の(6)と 同様,～ 二格 は

5〕 「(春 が)山 に 来 た,里 に 来 た,野 に も来 た ・ゴ の よ うな ～5格 を立 て る 言 い 方

は,現 代 目本 語 と して は む しろ 特 異 で あF〕,ふ つ うは あ ま り行 なわ れ な い.古

典1こは ト用々仏1∫が 見ら れ るが.
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あ ま り現 わ れ な い5}.肉 体 ・精 神 現 象 以外 の現 象 が 生起 主体 とな る場 合 は,

生 起 す る場 所 を～ 二格 で 示 す の が ふ つ ラで あ る.

O母 の頭 に は 葬式 の 費 用 が 第 一 に 来 る もの らしい.(丹 羽文雄r鮎 」)

r沈 黙,和 解,堕 落,震 災 」 な ど人 為 現 象 や 自然 現 象 が ～ ガ格 に 立 つ.rそ

ん な こ とをす れ ば,当 然 悪 い報 い が結 果 に来 る」 の よ うな,現 象 の 生 起 と

い うよ りは 単 に因 果 関 係 を示 す にす ぎ な い言 い方 す らあ る.は な は だ 概 念

的 な理 屈 で あ る.

(8)由 来 ・起 因 ～ ガー カ ラ来 ル 文型

○ 其 基 調 は 尚不 和 か ら来 る憎 しみ で あ る と 自分 は 思 っ て ゐ た.(志 賀直哉

「和解j)

○ 総 ては 麻 布 の 家 との 関 係 の 不 徹 底 か ら来 て ゐ る と思 った 、(同 上)

○君 の苦 悩 が ・仕 事 σ)上だ け で ¢)君の 立 場 か ら来 て ゐ る と考 へ て ゐ るや う

だ った 、(田 村泰次郎 「肉体 σ)悪魔)」

も っ ぱ ら因 果 関 係 を叙 す る文 型,～ カ ラ格 に は原 因,～ ガ格 には そ の 結 果

生 じた事 実 ・状 態 が 立 つ ・ ～ ガ格 主 体 は,例 文 の よ うに,主 と して精 神的

・肉 体 的現 象 で あ るが ・ 「株 価 の暴 落 は政 変 か ら来 て い る」 の よ うに ・ 広

く人 為現 象 や社 会 現 象,自 然 現 象 に も用 い られ る表 現 形 式,r～ カ ラ来 テ

ィ ル」 と 〈結 果 の現 存>を 表 わ す 補助 動 詞 テ イ ル を と る例 が 多 い.r急 な

政 変 が株 価 ¢)暴落 に来 る一 株 価 の暴 落 は政 変 か ら来 てい る」 の言 い換 え が

可 能 な よ うに,(7)〈 出 現 ・生 起>の 裏 返 し表 現 で もあ る.

4.格 支 配 に もと づ く基 本 語 動 詞 の 意 味 分類

動 詞 の 格支 配(つ ま り動 詞 述 語 の 文 型)と そ σ)動詞 が 表 わす 意 味 との 関

係 を記 述 す るこ とは,語 義 記 述 の前 提 と して必 要 な こ とで あ る,そ こ で,

次 に 主要 動 詞 につ い て,格 支 配 が語 義 に影 響 を与 え て い る と,思われ る もの

を抜 き出 し,列 挙 してお く.

6)肉 体 ・精 神規 象 は,全 身 的 ・全 人 間 的 な もの が 多 い,そ れ ゆ え,現 象 の 生1呂す

る 部 分や 堀 所 を 示 す ～ 二格 を 必 要 と しな い 場 合 が 多 い、 「ッ ワ じが胸 に 来 る」

な ど とは 言わ な い.た だ し,「 震 え が 手 に来 る」 の よ うな例 外 もあ る.
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1、 あ た る

・ガ … 二～ 命 中 ボ ール が 塀 に～

・ガ ー 的 中 予 想 が ～/企 画 が～

… ハ … 二 ～2倍 に ～/く じに ～/調 査 に ～

2.あ らそ う

・ト～ 闘 争 敵 と～ 〆/病 レ＼と一

・ヲ～ 競 争 両 校 で優 勝 を川/先 を ～

3.え らぶ

・・二 … ヲ～ 選 択 息 子 に 嫁 を ～

・・ヲ… 二 ～ 選 定 彼 女 を妻 に ～/隣 の 娘 を嫁 に即

4.お し え る

・.二… ヲ～ 教 授 人 に 道 を～/犬 に芸 を～

・ヲ～ 教 育 。教 導 留学 生 を ～ た経 験

5,お ち る

・・ガ… 二～ 落 下,陥 る,落 第 下 に～/穴 に ～/試 験 に削

・ガ～ 剥 落,低 下 色 が ～/質 が～

6.お も う

・・ト厚/修 飾 語 ～ 判 断,推 量 ・願 望 正 しい と～/う れ し く一

・ヲ川 想 像,回 想,恋 慕 故 郷 を ～

7.お よ ぐ

・・ヲ～/… デ ～ 水 泳 川 をパ/プ ール で～

rヲ 酎 世 渡 り 政 界 を ～

8、 お ワ る

吻 ラ… へ(の ～ 下 降 空 か ら地 面 へ ～

… ヲパ 下 車,下 船,退 任 車 を～/主 役 を}

・ガ… 二～ 置 く 霜 が 酬/露 が葉 に～

・ガ 削 降 下 命 令 が ～/旅 券 が ～

9、 か う

・ヲ.一・デ ～ 購 入,買 収 本 を800円 で～

一ヲ洲 招 く,認 め る 恨 み を～/努 力 を～

10か えす

… ヲ… 二 ～ 戻 ず 借 金 を貸 主 に ～/白 紙 に ～

… ヲパ ひ っ く り返 す 掌 を ～/茶 わ ん の水 を 酎

11か け る

・・Pガ戸 欠 落 ガ ラ スが ～/月 が～/全 集 の1冊 が ～

….二酎 乏 しい 常 識 に～/資 格 に ～
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12.か ざ る

・・デ … ヲ ～

・二 ・・甲ヲ～

13.か ま う

・ヲ～

・二 ～ な い

・テ モ ～ な い

且.か む

・ガ … ヲ ～

・二 … ヲ ～ せ る

・二(デ)…

15.か よ う

・カ ラ … マ デ ～

… ヲ ー・・ガ ～

・二 ～

・ガ ～

16,か わ る

・・ガ ～

一・ガ 臼・・二 ～

・・ヲ 帽

装飾 リボンで髪 を～

陳列 棚 に人形 を～/店 先 に品物を～

相 手にす る 子 供を

無 視 住民 の反対 に～ず…す る

許容 帰 ワて も一 ない

ヲ～ れ る

～ た …/～ てい る

ユ7,き ま る

… ガ ～

・ガ … デ ～

・二 ～ て い る

18.き る

・ヲ ～

一ヲ … 二 ～

19、 くだ る

・ヲ … へ(二)～

・・へ ～

・ガ ～

・・ヲー な い

20.く む

・・デ … ヲ ～

咬合,噛 み砕 く 犬 が人 を～/奥 歯 を～/ガ ムを～

挿入 車 に くさびを～せ る

は さむ ドアに手 を～れ る

往来 来月 か らバ スが～

往来 海峡 を連絡船 が～

通勤,通 学 会仕 に一/病 院 に～

通 じる,通 る 心が～/血 の～ た政治

変化,変 更 雲行 きが～/月 が～

代理,と ってかわ る 父に～ て働 く/着 物 が米に～

交替 当番 を～

風変わ り ～た建物

決定 芥川賞が～/技 が～

決着 勝負が西 土表で～

当然 冬は寒いに～ ている

着用 着物を～/ふ とんを～,身 にひ き受 ける

感ず る 好意 を恩 に一

お りる 斜 面 を谷 底 へ ～

行 く 九 州 へ ～

降参 敵 の 軍 門 に ～/野 に ～

F葦 ド,{氏'目「=,』F痢 半り決 力二～/・気 計昼が ～/月 夏力主～

害llる 人 場 者1ま3000名 を ～ な い

汲み上げる,汲 み出す 桶 で水 を～
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一二 … ヲ ～

・ヲ ～

21.く れ る

・ガ ～

22.く わ え る

一二 … ヲ ～

・ガ … ヲ ー

23.く わ わ る

甲二 … ガ ～

・ガ ー

24.け ず る

・・デ … ヲ ～

・ヲ ～

25.こ と わ る

・ヲ ～

26.こ ま る

・ガ ～

27.さ そ う

・ヲ … 二 ～

・ガ … ヲ ～

・ヲ ー

28,す ぎ る

・ヲ ～

・ガ ～

～ た …

一二 ～ … は な い

一二 ～ な い

29.す す む

・ヲ ー・へ(二)～

・二(へ)～

・・ガ ～

・ガ ～ な い

汲み入れ る 風 呂に水 を～

推 測 意味 を～/事 情 を～

終わ る 日が～/年 が～

夢 巾 悲 しみに～/思 案 に～

たす4に2を ～/漬 物に塩 を～

与 える,及 ぼす 制裁 を～/ボ ンベに圧力 を～

増す 列車が スピー ドを～

参加,付 加 敵 に援軍が～■4に2が ～

噌す ス ピー ドヵ二～/寒 さが～

そぎ取 る ナイフで鉛筆 を～

省 く 予算 を～

拒絶,辞 退 縁談 を～/招 待 を～

了解 を得 る 本人 に～(受 身不可)

困苦 道 に迷 って～

入手難 飲料水 に～/土 地に～

勧 誘 友人 を食事 に～

誘 惑 町 の灯が人 を歓楽に～

促 す 人の1,更を～/眠 気 を～

通過 町並を～/人 生 の半ばを～

経過 定刻が～〆1分1分 が～

不釣 合い,度 を越 す ～た嫁

最高 …に～ ものはない

だけである1ま んノの一 伊戯こ～ない

移動 街道 を西へ～/角 を右 に～

前進,進 級,進 学 次へ～/大 学 に～

進捗,発 展,経 過 作業が～/文 化が～/時 が～

その気 になる 気が～ない
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30.す て る

町 ヲ … 二 ～

・ヲ ～

・ヲ ～ て お く

31.せ っ す る

・二 ～

・ト～

・ヲ ～

32.ぜ っ す る

・ヲ ～

33,た く

・r二 … ヲ ～

・ヲ ～

… デ … ヲ ～

34,た す

臼・二 … ヲ ～

・ト… ヲ ～

・・ヲ ～

35.た ず ね る

・・二 … ヲ～

・ヲ ー

36,た つ

・ガ … 二 ～

・トガ ～

"二二～

・カ ラ … ガ ～

・ガ ～

・ヲ ～/… へ ～

37.た れ る

・ガ ～

・ヲ ～

38.つ く

・・デ … ヲ ～

・二 … ヲ ～

一ヲ ～

投棄,廃 棄 ごみ を川に 一凧

あ きらめ る 希 望 を～/世 を～

構わぬ 泣 く子を～てお く

直 面,相 対 す る 海 に～町/悲 報に～

接 合 面 と～

密着 両端 を～/額 を川

越 える 想像に～/古 今東酉 に～

断つ 食 を～

くべ る かまどに薪を川

燃す 火 を～/石 炭 を～

炊飯 ガスで飯 を～

追加3に4を ～/タ ンクに油 を～

合計3と4を ～

す ます 用 を～

質 問 先生 に試 験範囲を～

さぐる,捜 す 事情 を～/母 を～て三千里

直立 先生 が前 に～/と げが指 に～

届 く 背が～/戸 が～

位置す る 先頭 に～/矢 面 に～

のぼ る,あ が る 鍋か ら湯気が～/棺 か ら鳥が～

成 立,起 こる 秋風が～/義 理が～

離れ る 座 を～/羽 田 を～/大 阪へ～

したた る,さ が る 水 が～〆幕 が・～

た らす 幕 を～/水 を～/慈 悲を～

突 き刺す,突 き当てる もりで魚 を～

当てが う 枳 に手 を～

達す る,突 っ込 む 底 を～/矛 盾 を～

一278一



39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

46.

つ くる

一 ゴ
～"7『"甲/

・二 ・・甲ヲ ～

・ヲ ～

つ た わ る

・ガ ～

・ヲ ー

つ つ む

一デ … ヲ～

・二 … ヲ～

qガ … ヲ ～

つ と め る

凧ヲ ～

・ト～

つ む

・二 … ヲ～

P・ ヲ ～

て つ だ う

覧ガ ～

・ヲ ～

で る

川 カ ラ … へ(二)解

・・へ(二 〉～

・ヲ ～

・ガ ～

"臼ガ … 二 ～

・・カ ラ ～

と お る

・ヲ ～

一■へ ～

・マ デ ～

・・ガ ～

製1乍,製 造 工場で機 械 を～

育成,栽 培 庭に花 を四

生み出す 笑顔 を～/暇 を～/列 を～

伝達 音が～/仏 教 が大陸かP)～

伝来 家 に～宝

経 由,伝 う 屋根 を/電 線 を～

くるむ,巻 く の りでご飯 を一

しまい込む ふ ろ しきに荷 物を～/胸 に悩み を帽

囲む,覆 う 夜霧 が町 を～

奉仕,勤 務 サー ビスに～/会 社 に～

任務 の遂行 議長 を～

努力 泣 くまい と～

積載 車 に荷物 を～/枳 に本 を～

重ね る 練習 を～/功 を～

原 因の追加 誤解 に偏見 が一

手助 け 仕事 を～

外 へ移 動 窓 か ら外へ一

行 き着 く 駅 に～道

去 る 下宿を～/大 学を～

現われ る くぎが～/星 が～/元 気が～

出席,参 加 会議 に～/選 挙 に～

公表 事件が明 るみに～

産出,発 す る 山か ら銅 が～/本 部 か ら命令が～

通行,経 由 道 を一/門 を～

はい り込 む 客 が奥へ解

届 く,達 す る 隅 まで一声

合格 試験に一

成立 意 見が一/筋 が～

一279一



47.

48.

49.

50.

1PO

ワ
】

FO

53,

54.

5FO

と う ず る

・ヲ ～

・臼二 … ヲ ～

と む

・ガ ～

と も な う

・ガ ～

・ヲ ～

と る

・ヲ … 二 ～

・ヲ ～

な ら う

・カ ラ1二)… ヲ～

な る

・ガ ～

・カ ラ ～

小(二)～

ぬ け る

・ガ ～

・ヲ ～

・カ ラ ～

門へ ～

の ぞ く

・カ ラ … ヲ ～

・・ヲ ～

・カ ラ … ガ ～

の ぼ る

・・二(へ)～

・ヲ ～

'・二 ～

・甲ガ ～

投げ うつ 筆 を～/一 石 を～

投与,投 入 子会社 に資木 を～/罪 人 を獄 に～

降投,乗 ず る 敵方 に～/機 に～

富裕 暮 らしが～

豊富 経験 に～/示 唆 に～

付 きま とう 危 険が岬

見合 う,従 い生ず る 収入 に～生 活/不 況に～失 業

帯 びる,連 れ る 危 険を～/妻 を～

うつ しとる 肉を」皿に～/講 義 を ノー トに～

取 りたてる,取 り除 く 金 を～/帽 子を～/痛 み を～

手本,従 う 右 に～/先 例 に～

習得 先生 か ら数 学を～

達成,完 成 三連覇 が～/新 校舎が一

成立12の 章か ら～/酸 素 と水素 から～

価値 を帯び る100円 に～/薬 に～/為 に～

変化 空地が公園に～

欠落 ペ ージが～/気 が～〆毛 が～

通過 トンネルを一/授 業 を～

離れ る 仲 間か ら～

抜 け出 る 表 か ら裏 へ～/反 対 側へ～

覗 き見 る 穴か ら隣 家 を～

覗 き込む 望遠鏡 を～/古 本屋を～

見え る ポケ ッ トか らハ ンカチが～

あが る 屋上に一/壇 に～/山 に～/月 が空 に～

登撃 階段 を～/崖 を～/川 を～

一になる100万 円に～/噂 に～

昇格,累 進 位 が～
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56,は い る

・ヲ ～

・二 〔へ)～

・ガ ー

57,は こ ぶ

… デ 甲・rヲ～

・ヲ ～

・が ～

58.は じ ま る

・カ ラ ～

59.FよL。 る

臼ガ … ヲ … へ ～

・ガ ～

60.は ず む

・ガ ～

・ヲ ～

6L,は ず れ る

・ガ … カ ラ～

・"ガ … ヲ ～

一、ガー

62.は た ら く

■■～

・・ガ ー

・・ヲ ～

63,は な す

・一ヲ ー甲二 ～

・・ト ～

・甲ヲ 四

64.は な れ る

… ヲ ～

・・カ ラ ～

通過 門 を～

進入 家 に～/ふ ろに一/大 学 に～

生起,入 手 ひびが～/や じが～/金 が)

納 め得 る1'～ びん

運搬,運 送 車 で荷物 を～

進 める 足 を～/会 議 を～/良 縁 を～

進 む 話 が～

生起 ささい な事か ら争いが～

開始10に ～/文 閉開化 は維新に～

走 行 汽車が西へ～/廊 下 を～

奔流 血が哩/水 が～

偏 向,そ オしる 感一1青に～■/極立需に～

弾性,激 す る ま りが～/息 が一/話 が一

多額 を出す チ ップを～/礼 を～

とオしる ガ ラスがオっくか ら～/!壷丁が～

それ る 矢 が的 を～

不的中 ね らいが～/当 てが～

逸脱 道 に～/礼 儀 に～/期 待:二～

労働,仕 事 こく)こっ～

作用 浮力が～/知 恵が～

行為 不正 を一/盗 みを～

活用 文語で四段活用 に～

伝達 事 情 を先方に～/弟 に嘘 を～

会話,対 話 学生達 と～

使用 英語 を一/方 言を～

離別 岸を～/国 を～/職 を～

遠隔 政 界か ら～/駅 か ら～ノ本筋か ら酎
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65.ふ さ カニる

・甲デ … ガ ～

… ガ ～

66.ふ さ ぐ

・ガ … ヲ ー

一デ … ヲ ～

・ガ ～

67.ぷ つ け る

… 二 … ヲ ～

・ヲ ～

69,ほ す

・・二 … ヲ ～

ヨ'Hフ ー～

・ヲ ー

69.ま い る

・甲へ(に)～

・・で(に)～

70.ま く

… デ … ヲ 川

・二 … ヲ ～

・ヲ ～

"・二 ～

・ガ ～

71.ま ね く

… デ … ヲ ～

・ヲ … 二 ～

一ヲ …

72,み え る

… 二 … ガ ～

… ノ、… カ"～

・ガ … 二 ～

・ト～

73,み る

・ヲ ～

… 卜～

満 ちる 車で道が～/心 配 で胸が～

閉 じる 傷 口が～

満 たす 杭が場所 を～/ゴ ミが土管 を～

閉 ざす 手 で耳 を～/人 の口を～

憂欝 心が～

打 ち当てる 塀 に石 を～/強 敵 に～

提示 難問 を～

日に当 てる 日にみ とんを～

乾かす ス トープで～

水 分をとる 池を～/盃 を～

参拝,来 る 神祉に～/当 地 に～

降参 花が霜に～/王 手飛車 で～/ご 馳走攻 めで～

悩殺 彼女 に～/美 人 に～

包む 桜 の葉で餅 を～/布 で死体を～

しめ る 足 に包帯 を～/首 に手拭 を～

巻 き込む,ね じる,回 す 反物 を～/ね じを～/渦 を～

包 まれ る 霧に～れ る/煙 に～

丸 まる,ま とい付 く キャベ ツの葉が～/蔓 が～

呼ぶ

招待

二(ト シテ)～

手 で人を～

友入 を結婚式 に～

迎 える 先輩を所長に～

眺望 空に星が～

見 ること可 彼は遠 くの宇が～

・r・のよ うだ 彼が救いの神に～

ら しい 梅雨 も明けた と～

視覚,調 ぺ る,世 話 テ レビを～/答 案 を～/勉 強 を～

判断 形勢不利 と～

一282一



74.む か え る

・ヲ ～

・ヲ … 二 ～

・二 一・ヲ ー

75.む く

"ヲ ー

・に(へ)～

76,

77.

8[,'

79,

80.

81.

待 ち受 ける 客 を～/新 入生 を～/新 年 を～

決 めて呼ぶ 知人 を家庭教師 に～

招 く 娘:こ養子 を～

・ガ ～

・に ～

も つ

甲二 … ヲ ～

・ヲ ～

・ガ ～

も ら う

・ガ ～

や す む

・ヲ ～

・デ ～

ゆ う

・ヲ … 二 ～

・ヲ ～

よ せ る

・ヲ … 二(へ 〉～

・二 … ヲ～

一デ … ヲ～

・ガ ～

わ た る

・デ … ヲ ～

・ヲ ～

・・カ ラ … 二(へ)一・カ ラ ・・二 一rヲ ～・ヲ … 二(ト シ テ)～・カ ラ ・二 … ヲ ～・カ ラ ・ヲ ～

首 を曲げ る 横 を～/そ っぽ を～

方 向を とる 南に～ たへや

傾 向 とな る 快 方に～

進 む 気が～〆 運が～

適 当 主婦に～ 内職

所持,手 に とる 心に希望を～/手 に石 を～

所有 別荘 を～/責 任 を～

長持 ち 体が～ ない/伊 勢 は津で～

いただ く 父か ら褒 美に金 を一

受 け入れ る 新入社員 を部下 に～

迎 える 隣P村 か ら息子 に嫁 を～

伝染 友達か ら病気 を～

引 寺受け る そのけん かは私が～

欠 席,休,懸 学校 を～/仕 事 を～

就床 ベ ツ ドに～/床 に～

憩 う 保健室で～

髪 型 とす る 髪 を高 島田に～

糸吉プ撃 紐 をr～/垣 根 を～

近 寄 らす,寄 稿 物 置を母屋に～/原 稿 を雑誌 社に～

馳 せ る,こ とよせ る 月に思 いを～■故郷 に身 を～

呼 ぴ寄せ る 目玉商 品で客 を～

打 ち寄 せ る 波 が～/大 軍 が～

反対 側へ行 く 舟で川 を一/橋 を～

世渡 り 世の 中を～

伝来 西 洋か ら日本に～た品
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・ガ … 二 ～

～二

所有権移行 屋敷が人手に～

及ぶ500ぺ 一ジに一記事■多岐 に～

〔追記〕 本稿 の論 旨の中心 をなす部分 は,す で に昭和46年10月17日,国 語学 会秋

畢大会(於,山 形大学)のr語 義 の記述 法一 移動 の動詞 を例 として一 」 と題 す

るシンポ ジウム(司 会,水 谷静 夫氏)に おいて 「動詞 の語義記述 法における問題 点」

として口頭発表 したものである。 シ ンポジ ウムにおけ る質疑 の模様は 「国語学」88

集(昭 和47年3月)に おいて宮島達夫氏が詳細に報 告 してお られ る。本 稿は このシ

ンポジ ウムにお ける発題 内容 を中心に,さ らに資料 を加 えてま とめた ものであ る。

本稿 の末尾 に掲 げた主要動詞 の意味分類表は,そ の後の研究に よるものであ るが,

本稿 中に引用 した小説 の用例 は,シ ンポジ ウム会場 で当 目筆者が配布 した資料 をそ

のまま使用 した ものである ことをお ことわ りしてお く。
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